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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公開番号】特開2017-179237(P2017-179237A)
【公開日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-038
【出願番号】特願2016-71735(P2016-71735)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  45/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   23/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   77/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   15/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/26     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   45/00     　　　　
   Ｂ６０Ｒ   21/04     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月25日(2017.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オレフィン樹脂と、ポリアミド樹脂と、該ポリアミド樹脂に対する反応性基を有するエ
ラストマーとを配合してなるオレフィン系樹脂組成物によって構成されるエネルギー吸収
体において、
　前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相と、該連続相の中に
分散されたポリアミド樹脂系分散相とを有しており、
　前記ポリアミド樹脂系分散相は、前記ポリアミド樹脂を含む母相の中に前記エラストマ
ーを含む構造を有し、
　破断時伸びが８０～５００％であることを特徴とするエネルギー吸収体。
【請求項２】
　前記破断時伸びが１５０～４００％である請求項１に記載のエネルギー吸収体。
【請求項３】
　ブロックポリプロピレンにおける前記破断時伸びに対する、前記樹脂組成物の前記破断
時伸びが３．６倍以上である請求項１又は２に記載のエネルギー吸収体。
【請求項４】
　破断されるまでの応力（ＭＰａ）と伸び（％）との関係において、前記応力と前記伸び
との積の和が、ブロックポリプロピレンにおける前記和に対する前記樹脂組成物の前記和
の比が１９倍以上である１乃至３のいずれか一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項５】
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　前記ポリアミド樹脂系分散相に含まれる前記エラストマーの含有割合は、前記ポリアミ
ド樹脂系分散相に含まれる前記ポリアミド樹脂と前記エラストマーとの合計を１００質量
％とした場合、３６～６０質量％である請求項１乃至４のいずれか一項に記載のエネルギ
ー吸収体。
【請求項６】
　前記エラストマーの含有割合は、前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エ
ラストマーの全体を１００質量％とした場合、１３～４０質量％である請求項１乃至５の
いずれか一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項７】
　前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相一つと、前記連続相
の中に分散された前記ポリアミド樹脂系分散相と、前記ポリアミド樹脂系分散相の中に分
散された前記エラストマーとを含む微分散相と、前記連続相と前記ポリアミド樹脂系分散
相との間に存在し且つ前記エラストマーを含み界面相と、を備え、前記連続相が一つであ
るサラミ構造を示し、
　前記前記オレフィン樹脂の含有割合は、前記オレフィン樹脂及び前記ポリアミド樹脂を
１００質量％とした場合、５５～７０質量％である請求項１乃至６のいずれ一項に記載の
エネルギー吸収体。
【請求項８】
　前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００質量％
とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド樹脂の
含有割合は１５～４５質量％、前記エラストマーの含有割合は１３～３７質量％である請
求項１乃至６のいずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項９】
　前記ポリアミド樹脂がポリアミド１１であり、
　前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００質量％
とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド樹脂の
含有割合は１５～４５質量％、前記エラストマーの含有割合は１５～３５質量％である請
求項８に記載のエネルギー吸収体。
【請求項１０】
　車両用エネルギー吸収体である請求項７乃至９のいずれ一項に記載のエネルギー吸収体
。
【請求項１１】
　オレフィン樹脂と、ポリアミド樹脂と、該ポリアミド樹脂に対する反応性基を有するエ
ラストマーとを配合してなるオレフィン系樹脂組成物によって構成されるエネルギー吸収
体において、
　前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相と、該連続相の中に
分散されたポリアミド樹脂系分散相とを有しており、
　前記ポリアミド樹脂系分散相は、前記ポリアミド樹脂を含む母相の中に前記エラストマ
ーを含む構造を有し、
　破断時伸びが８０～５００％であり、
　衝撃荷重を受ける方向に面方向が沿った衝撃吸収壁を有する衝撃吸収骨格を備えており
、
　前記衝撃荷重を受けた際に、前記衝撃吸収壁が圧潰することで衝撃を吸収することを特
徴とするエネルギー吸収体。
【請求項１２】
　前記破断時伸びが１５０～４００％である請求項１１に記載のエネルギー吸収体。
【請求項１３】
　ブロックポリプロピレンにおける前記破断時伸びに対する、前記樹脂組成物の前記破断
時伸びが３．６倍以上である請求項１１又は１２に記載のエネルギー吸収体。
【請求項１４】
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　破断されるまでの応力（ＭＰａ）と伸び（％）との関係において、前記応力と前記伸び
との積の和が、ブロックポリプロピレンにおける前記和に対する前記樹脂組成物の前記和
の比が１９倍以上である請求項１１乃至１３のいずれか一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項１５】
　前記ポリアミド樹脂系分散相に含まれる前記エラストマーの含有割合は、前記ポリアミ
ド樹脂系分散相に含まれる前記ポリアミド樹脂と前記エラストマーとの合計を１００質量
％とした場合、３６～６０質量％である請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載のエネ
ルギー吸収体。
【請求項１６】
　前記エラストマーの含有割合は、前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エ
ラストマーの全体を１００質量％とした場合、１３～４０質量％である請求項１１至１５
のいずれか一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項１７】
　前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相一つと、前記連続相
の中に分散された前記ポリアミド樹脂系分散相と、前記ポリアミド樹脂系分散相の中に分
散された前記エラストマーとを含む微分散相と、前記連続相と前記ポリアミド樹脂系分散
相との間に存在し且つ前記エラストマーを含み界面相と、を備え、前記連続相が一つであ
るサラミ構造を示す請求項１１乃至１６のいずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項１８】
　前記前記オレフィン樹脂の含有割合は、前記オレフィン樹脂及び前記ポリアミド樹脂を
１００質量％とした場合、５５～７０質量％である請求項１７に記載のエネルギー吸収体
。
【請求項１９】
　前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００質量％
とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド樹脂の
含有割合は１５～４５質量％、前記エラストマーの含有割合は１３～３７質量％である請
求項１７に記載のエネルギー吸収体。
【請求項２０】
　前記ポリアミド樹脂がポリアミド１１であり、
　前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００質量％
とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド樹脂の
含有割合は１５～４５質量％、前記エラストマーの含有割合は１５～３５質量％である
る請求項１１乃至１６のいずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項２１】
　前記衝撃吸収骨格は、前記衝撃吸収壁に囲まれて形成される筒状の中空部を有する請求
項１１乃至２０いずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
【請求項２２】
　前記衝撃吸収骨格は、前記筒状の中空部を複数有するハニカム構造である請求項２１に
記載のエネルギー吸収体。
【請求項２３】
　車両用エネルギー吸収体である請求項２１又は２２に記載のエネルギー吸収体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記問題を解決するために、本発明はなされたものであり、以下に示す通りである。
　（１）オレフィン樹脂と、ポリアミド樹脂と、該ポリアミド樹脂に対する反応性基を有
するエラストマーとを配合してなるオレフィン系樹脂組成物によって構成されるエネルギ
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ー吸収体において、
　前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相と、該連続相の中に
分散されたポリアミド樹脂系分散相とを有しており、
　前記ポリアミド樹脂系分散相は、前記ポリアミド樹脂を含む母相の中に前記エラストマ
ーを含む構造を有し、
　破断時伸びが８０～５００％であることを特徴とするエネルギー吸収体。
　（２）前記破断時伸びが１５０～４００％である前記（１）に記載のエネルギー吸収体
。
　（３）ブロックポリプロピレンにおける前記破断時伸びに対する、前記樹脂組成物の前
記破断時伸びが３．６倍以上である前記（１）又は（２）に記載のエネルギー吸収体。
　（４）破断されるまでの応力（ＭＰａ）と伸び（％）との関係において、前記応力と前
記伸びとの積の和が、ブロックポリプロピレンにおける前記和に対する前記樹脂組成物の
前記和の比が１９倍以上である前記（１）乃至（３）のいずれか一項に記載のエネルギー
吸収体。
　（５）前記ポリアミド樹脂系分散相に含まれる前記エラストマーの含有割合は、前記ポ
リアミド樹脂系分散相に含まれる前記ポリアミド樹脂と前記エラストマーとの合計を１０
０質量％とした場合、３６～６０質量％であ前記（１）乃至（４）のいずれか一項に記載
のエネルギー吸収体。
　（６）前記エラストマーの含有割合は、前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び
前記エラストマーの全体を１００質量％とした場合、１３～４０質量％である前記（１）
乃至（５）のいずれか一項に記載のエネルギー吸収体。
　（７）前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相一つと、前記
連続相の中に分散された前記ポリアミド樹脂系分散相と、前記ポリアミド樹脂系分散相の
中に分散された前記エラストマーとを含む微分散相と、前記連続相と前記ポリアミド樹脂
系分散相との間に存在し且つ前記エラストマーを含み界面相と、を備え、前記連続相が一
つであるサラミ構造を示し、
　前記前記オレフィン樹脂の含有割合は、前記オレフィン樹脂及び前記ポリアミド樹脂を
１００質量％とした場合、５５～７０質量％である前記（１）乃至（６）のいずれ一項に
記載のエネルギー吸収体。
　（８）前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００
質量％とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド
樹脂の含有割合は１５～４５質量％、前記エラストマーの含有割合は１３～３７質量％で
ある前記（１）乃至（６）のいずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
　（９）前記ポリアミド樹脂がポリアミド１１であり、
　前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００質量％
とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド樹脂の
含有割合は１５～４５質量％、前記エラストマーの含有割合は１５～３５質量％である前
記（８）に記載のエネルギー吸収体。
　（１０）車両用エネルギー吸収体である前記（７）乃至（９）のいずれ一項に記載のエ
ネルギー吸収体。
　（１１）オレフィン樹脂と、ポリアミド樹脂と、該ポリアミド樹脂に対する反応性基を
有するエラストマーとを配合してなるオレフィン系樹脂組成物によって構成されるエネル
ギー吸収体において、
　前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相と、該連続相の中に
分散されたポリアミド樹脂系分散相とを有しており、
　前記ポリアミド樹脂系分散相は、前記ポリアミド樹脂を含む母相の中に前記エラストマ
ーを含む構造を有し、
　破断時伸びが８０～５００％であり、
　衝撃荷重を受ける方向に面方向が沿った衝撃吸収壁を有する衝撃吸収骨格を備えており
、
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　前記衝撃荷重を受けた際に、前記衝撃吸収壁が圧潰することで衝撃を吸収することを特
徴とするエネルギー吸収体。
　（１２）前記破断時伸びが１５０～４００％である前記（１１）に記載のエネルギー吸
収体。
　（１３）ブロックポリプロピレンにおける前記破断時伸びに対する、前記樹脂組成物の
前記破断時伸びが３．６倍以上である前記（１１）又は（１２）に記載のエネルギー吸収
体。
　（１４）破断されるまでの応力（ＭＰａ）と伸び（％）との関係において、前記応力と
前記伸びとの積の和が、ブロックポリプロピレンにおける前記和に対する前記樹脂組成物
の前記和の比が１９倍以上であ前記（１１）乃至（１３）のいずれか一項に記載のエネル
ギー吸収体。
　（１５）前記ポリアミド樹脂系分散相に含まれる前記エラストマーの含有割合は、前記
ポリアミド樹脂系分散相に含まれる前記ポリアミド樹脂と前記エラストマーとの合計を１
００質量％とした場合、３６～６０質量％である前記（１１）乃至（１４）のいずれか一
項に記載のエネルギー吸収体。
　（１６）前記エラストマーの含有割合は、前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及
び前記エラストマーの全体を１００質量％とした場合、１３～４０質量％である前記（１
１）至（１５）のいずれか一項に記載のエネルギー吸収体。
　（１７）前記オレフィン系樹脂組成物は、前記オレフィン樹脂を含む連続相一つと、前
記連続相の中に分散された前記ポリアミド樹脂系分散相と、前記ポリアミド樹脂系分散相
の中に分散された前記エラストマーとを含む微分散相と、前記連続相と前記ポリアミド樹
脂系分散相との間に存在し且つ前記エラストマーを含み界面相と、を備え、前記連続相が
一つであるサラミ構造を示す前記（１１）乃至（１６）のいずれ一項に記載のエネルギー
吸収体。
　（１８）前記前記オレフィン樹脂の含有割合は、前記オレフィン樹脂及び前記ポリアミ
ド樹脂を１００質量％とした場合、５５～７０質量％である前記（１７）に記載のエネル
ギー吸収体。
　（１９）前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１０
０質量％とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミ
ド樹脂の含有割合は１５～４５質量％、前記オレフィン樹脂の含有割合は１３～３７質量
％である前記（１１）乃至（１６）のいずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
　（２０）前記ポリアミド樹脂がポリアミド１１であり、
　前記オレフィン樹脂、前記ポリアミド樹脂及び前記エラストマーの全体を１００質量％
とした場合、前記オレフィン樹脂の含有割合は３５～７０質量％、前記ポリアミド樹脂の
含有割合は１５～４５質量％、前記オレフィン樹脂の含有割合は１５～３５質量％である
る前記（１９）に記載のエネルギー吸収体。
　（２１）前記衝撃吸収骨格は、前記衝撃吸収壁に囲まれて形成される筒状の中空部を有
する前記（１１）乃至（２０）いずれ一項に記載のエネルギー吸収体。
　（２２）前記衝撃吸収骨格は、前記筒状の中空部を複数有するハニカム構造であ前記（
２１）に記載のエネルギー吸収体。
　（２３）車両用エネルギー吸収体である前記（２１）又は（２２）に記載のエネルギー
吸収体。
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